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SSJ
llコ 革

水道の創立は遠く明治2 2年,市制の施行によ・り上水道設置の要望が高まり、明治4 3年水源地調査費

を予算に計上、調査の結果八景水谷を水源地とし、立田山を配水池とする旨の結論を得た。しかしその後

水利関係にからむ地元民の猛反対等で候補地も再三変更を余儀なくされ、交渉は困難を極めたが、大正13

年3月ようやく地元民との了解が成り、同年1 1月工費約2 2 8万円で竣工、通水をみたのである。その

後配水管の布設等施設拡充が続けられたが、第2次大戦により資材は不足し建設改良も思うにまかせず、

空襲による被害は施政の老朽とあいまって事業運営に重大な支障をきたし、加えて終戦後の復員や引揚者

による人口増加は必然的に配水能力の不足を招き、時間給水制限等を行わざるを得ない状態となった。

これに対処するため水源地の確床を主とした第1次拡張工事が行われたが、まず第1期工事として、健

軍に水源を求め、工費2 5 0万円で昭和2 5年8月健軍水源地が竣工1日の配水能力も37,000m3と大

幅な増加を示した。

第2期工事として、昭和40年度における給水人口2 0万人、 1日の最大配水量6 0,00 0m3を目標と

した5カ年計画を樹立、昭和2 5年8月に着工、 -本木及び亀井の2カ所の水源地の新設、立田山配水池

の増設等総工費的3億8,2 0 9万円を投じ昭和3 1年1 1月完工を見た。

引続き昭和4 6年度に-おける給水人口3 5万人(当初計画3 4万5千人)、1日の配水能力103,000m3

(当初計画102,000a身/日)を目標とした第2湘臨工事を計画_ 5カ年継続事業として昭和3 3年1月に着工こ

川尻、城山両水源地の新設徳王配水池の新設、立田山配水池の増設及び健軍水源地並びに八景水谷水系の

聴水井の増設等総工費7億9,8 0 0万円をもって昭和3 7年3月完工した。この事業により北部方面の高

台地区並びに急激に発展した東部地区への円滑な給水が可能となった。また未給水地区であった川尻t高

橋両地区もそれぞれ絵水を開始した。しかしながら今日の急速な水需要は著しいものがあり、これに対処

すべく生活環境の整備、産業の振興を柱とする人口6 0万都市の未来像に向って、太市マスタープランに

沿い等3次拡張工事を計画(内容別記) 1 4カ年継続事業(当初1 0カ年)として、昭和4 1年4㌧月着工、

現在鋭意工事を遂行中である。
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第3次拡張工事計画

第3次拡張工事を行うことにより、本計画開始時における配水能力129,700　より153,300m3上

回る283,000rfの配水が可能となるO

認可年月日

期　　　間

目標年次

基本計画

事業内容

昭和41年2月15日

昭和41年4月1日～昭和55年3月31日

昭和55年度

計画給水人口　　461,000人　　1日最大配水量　　　283,00Or㌔

1人1日最大配水量　614」　　　人1日平均配水量　　　　47%e

(昭53.4.1現在)

給 水 区 工 程 工 費 摘 要

北 東 部

敢水施設費
千円

4 772 5 6 取水井 8 カ.所を設置 し、岩倉山に 1 1,2 5 0 m3
送水施設費 2 69,2 3 0 の配水池を築造し、清水町、楠団地、武蔵 ケ丘
配水施設 費

計

1,0 0 8.7 2 9

1,7 5 5,2 1 5

団地及び龍田町方面に配水する

北 西 部

取水施設費 1 6 2β1 6 取水井 4 カ所を設置 し、徳王配水池、既設分
送水施設費 3 3 2,04 4 3 ,0 0 0 m と増設分 7,5 0 0 m3の配水池にて池

配水施設費

計

6 7 6 ,0 62

1,1 7 0か2 2

田、島崎方面の高台地区一帯へ配水する

中 部

取水施設費 7 3 0,4 7 1 敢水井 8 カ所を設置し、既設配水池、既設分

^ tK M kS S 9 5,1 7 1 2 2,5 0 0 と万白山に 5,0 0 0 ni3.の配水池

送水施設費 6 4 8β1 4 ( 西部と兼用 ) また、別途に 7,0 0 0 m の配水
配水施設費 1.9 9 8 2 7 8 池 ( 南部と兼用 ) を新設 し、旧市街地区の配水

計 3.4 7 2,7 3 4 の円滑イVJを図る

東 部

取水施設 費 5 0 4 ,7 30 取水井 3 カ所を設置し、健軍水源地に 2 4,0 0 0
送水施設費 2 2 2,0 5 4 m3及び沼山津水源地に 1 8,0 0 0 m の配水池を

配水施設費 4,7 14,1 3 3 築造し、ポンプ圧送にて大江、健軍方面へ配水
計 5,4 4 0β1 7 す Z、

西 部

取水施設費 4 0 8 9 0 7 取水井 3 カ所を設置 し、城山に 2 ,0 0 0 in3の配
浄水施設 費 38 ,09 1 永池 ( 新設 )及び万日山に 5,0 0 0 nf ( 中部と

送水施設費 6 6,5 4 8 兼用 )の配水池により、中島、小島、松尾、八
配 水施設費

計

4 8 9.2 2 7

ljO 0 2,7 7 3

島団地方面の配水の円滑化を図る

南 部

取水施設 費 2 4 4,6 2 4 取水井 3 カ所を設置 し、川尻水源地に 8 0 0 1㌔

浄水施設費 5 2,2 6 8 の配水池築造と別途配水池 7,0 0 0 m ( 中部と
配水施設 費

計

6 5 6,6 1 7

9 5 35 0 9

兼用 ) によりJ一院 町方面へ配水する

託 麻

取水施設 費 3 1 49 3 6 取水井 3 カ所を設置し、小山山に 3,5 0 0 ぜの

浄水施設 費

酉己水施 設費

計

2 7 1,11 6

1,1 2 1β5 5

1,7 0 7,7 0 7

配水池を築造し、託麻町へ配水する

一 般 附 帯 工 事 費 1.1 6 7

測 量 設 計 委 託 料 7 85 2 5

事 務 費 1,2 2 9,7 6 9

合 計 1 68 1 32 3 8 ( 内起債額 1 5,6 7 63 0 0 )
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2　事　業　概　要

(1)給水普及状況

区分

年 度

行 政 区 域 内 払) 給 水 区 域 内 (B ) 現 在 給 水 (C )

人 口 戸 数
普 及 率( C / A )

人 口 f m
普及 率 (C /勺 )

人 口 戸 数
人 口 戸 数 人 口 戸

4 8 46 8 ,43 1 139 ,928

%
8 3 .7

%
8 6.7 4 61,34 8 138 ,1 50

%

8 5.0
..

8 7.9 39 2,13 1 12 1,36 4

4 9 47 7,45 0 14 43 72 畠4l3 8 8.9 4 7 0,3 67 14 2 ,5 94 8 5 .6 9 0.3 40 2 5 50 1 28 ,344

5 0 48 9 ,56 1 15 3,02 8 8 6 2 8 8.5 4 8 9,0 30 152 ,9 16 8 6 .3 8 8 .6 42 2,0 8 1 13 5,44 6

5 1 49 6,89 1 15 55 9 7 8 7 .0 9 1.8 4 9 6,3 60 155 ,4 85 8 7 .1 9 1.9 43 2 ,500 1 42 β2 0

5 2 50 4 ,40 1 15 8,78 3 8 9 .3 9 3.5 50 3,8 70 158 ,6 7 1 8 9 て4 9 3.6 45 0,42 2 14 8,48 5

(2)配　水　量

区分

年度
総 配 水 量

1 日 最 大 . 1 日 最 小 l E]平均 1人 1 日最 1人 1 日平 最大月の1 日

配 水 量 配 水 量 配 水 量 大 配 水 量 .均配 水量 平 均 配水 量

4 8 .

mー m 3 irf irf I I 諺

5 72 5 9,7 6 1 7/ 1 6 1 9 9β0 0 1/ 1 1 1 4 5 9 1 1 5 6β7 6 5 1 5 4 0 4 18 79 2 6

4 9 5 89 0 9,4 1 6 8/ 1 9 2 0 0ユ5 3 1/ 1 11 9 ^ 9 7 16 13 9 6 5 0 0 40 3 18 7ユ3 4

5 0 6 53 1 時 2 8 8/ 4 2 2 1,7 0 2 1/ 1 13 0 9 4 6 1 7 8,4 6 6 5 4 3 43 3 2 0 3 3 9 8

5 1 6 6,4 6 44 4 1 8/ 9 2 2 1,1 50 1/ 1 1 3 53 4 1 1 8 2J0 9 4 5 1 6 42 4 2 0 8,4 8 7

5 2 6 99 6 69 9 7 8/ 1 2 3 8 3 3 0 レ 1 1 4 4 J9 9 9 1 9 16 9 0 53 4 4 2 9 2 1 72 6 0

(3)有収水量と無効水量

メ

年度

総 有 収

水 量

1

有田水量
有収率 無 収水量 無 収率 稔有効水量

1 日平 均

有効 水量
癖 無 効 水 量 無 効率

4 8

3 3 % 3m %

0 .8 2

m s n 3 %

7 5 .3

3Ⅲl
%

2 4 .7
m m

4 2 6 3 4 0 2 5 1 1 6 8 0 6 7 4 5 4 6 8 4 2 5 4 3 ,1 0 2 ,4 5 0 1 1 8 8 8 9 1 4 1 5 7 3 l l

4 9 4 4 ,4 9 9 3 0 9 1 2 1 3 1 6 7 5 .7 4 6 7 ,1 1 2 0 .7 9 4 4 3 6 6 ,4 2 1 1 2 3 1 9 6 7 6 .5 1 3 β2 0β0 1 2 3 .5

5 0 4 9 0 1 4 0 0 5 1 3 3 3 1 8 7 5 .8 4 8 9 5 9 0 0 .7 6 4 9 5 0 3 5 9 5 1 3 5 2 5 6 7 6 .5 1 5 ユ8 2 5 4 7 2 3 .5

5 1 5 0 4 3 3 0 3 4 1 3 8ユ7 3 7 6 .0 5 4 4 5 7 6 0 .8 2 5 0β7 7 5 1 0 1 3 9 β6 5 7 6 .8 1 5 3 7 3 6 3 8 2 3 2

5 2 5 3 0 6 0声1 8 1 4 5 3 7 1 7 6∫) 6 7 1β6 3 0 .9 6 5 3 ,7 3 2 1 8 1 1 4 7 2 1 1 7 7 .0 1 6 0 6 5 9 2 8 2 3 .0

(4)水道管延長　　　　　　　　　(5)口径・用途別給水量及び収入状況

区分

年度

導 水 管 送 水 曹 配 水 管

延 長 延 長 延 長

4 8
m m m

7 2 6 5 1 72 0 4 9 9 4 β6 5

4 .9 7β4 8 1 8 8 2 9 10 6 91 8 0

5 0 8 05 4 2 00 6 5 1,1 1 0β1 2

5 1 l l,7 2 7 2 0,0 6 5 1ユ5 53 4 0

5 2 1 33 5 3 2 00 6 5 12 1 57 2 7

(昭和52年度)

口 区 分

. 用途別

絵 本 量 構 成 比 収 入 構 成 比

般

用

=mn m % 円 %

1 3 3 1 7 3 0 3 4 4 5 9 .8 1 1 :9 0 5 β3 8 9 7 9 5 0 .l l

2 0 3 5 0 7 0 1 0 6 .6 1 2 3 2 7 8 7 6 2 9 6 .1 2

2 5 4 5 9 7 3 2 7 8 .6 6 3 5 0 β0 4 1 8 5 9 2 3

4 0 3 ,4 5 1 3 7 6 6 .5 0 3 3 7 3 0 4 0 2 2 8 .8 7

5 0 3 3 0 6 9 4 9 6 .2 3 3 2 1 ,8 5 5 1 3 0 8 A 6

7 5 3 5 1 2 3 4 7 6 .6 2 3 5 6 5 3 9 3 7 7 9 .3 8

1 0 0 1 ,6 9 3 2 5 0 3 .1 9 1 7 1 2 0 6β1 4 4 .5 0

1 5 0 7 4 2ユ7 8 1 .4 0 7 8 2 2 7 ,4 8 9 2 .0 6

汝 屋 用 1 7 7 6 0 2 0 .3 3 3 ,8 5 9声0 0 0 .10

共 用 1 5 2 6 0 6 0 .2 9 6 3 7 1ユ0 0 0 .1 7

- 時 用 1 8 8 ,4 2 9 0 .3 6 3 7 3 4 7 5 7 0 1 .0 0

計 5 3 D 6 0 M 8 1 0 0 .0 0 3β0 2 5 4 1 5 9 5 1 0 0∫)0
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(6)簡　易　水　道
(昭53.4.1現在)

地 区 通梱 始年月日 水源の種類 配 水 設 備 給水 方式 給 水戸数 給 水人 口

千 昭 3 1.8.1 8 谷 間 湧 水

容 量 3 0 m 3 1池

ろ過池 2 池

口 住 7 5 m i

自然流下式

戸

4 4

人 .

1 9 8

3　料金及び加入金

(1)水道料金
昭和52年12月22日改定

昭和53年　2月1日実施(簡易水道は昭和53年7月1日実施)

l< a -

口径

. 用途別

基 本 料 金

( 1 月 につ き )

従 量 料 金 ( l Tがにつき)

第 一 段 第 二 段 第 三 段 第 四 甥

般

用

l a m 8 m3以 下 4 0 0 円 9 Iが以上

2 0 以下

7 0 円

2 1 m 3以上

3 0 m3以下

8 0 円

3 1 , 以上

4 O r 以下

9 0 R

ì 1 i 以 上

1 0 0 円

2 0 > 8 m3以下 5 0 0 円

2 5 mm 8 m3以下 7 0 0 円

4 0 mn 1,8 0 0 円

1 irf J'L 上

5 0 m3以 下 、

1 0 0 円

5 1 m3以上

1 0 0 m3以下

1 1 0 円

1 0 1 m1以上

5 0 0 mJ以下

1 2 0 円

5 0 l rが.以上

1 3 5 円

5 0 - 4,0 0 0 円

7 5 サ 7,0 0 0 円

1 0 0 mm 1 2,0 0 0 円

1 5 0 nnll 2 5,0 0 0 円

浴 場 営 業 用 1 5 0 m3以下 3 ,0 0 0 円 1 5 1 m3以上 1 mBにつ き 2 5 円

共 用 給 水 装 置
1 戸 につ き 6 m3以下

( 基本水量 ) 2 0 0 円
基本水量 を こえる水量 1 m3 につ き 3 :0 円

- 時 用 1 mSにつ き 2 4 0 円

私 設 消 火 せ ん
口径 5 0 n 未満 2 0 分以内 1 個 1 回につ き 3 0 0 円

口径 5 0 訊n以上 2 0 分以内 1 個 1 回 につ き 6 0 0 円

連合専用給水装置 1 戸につ き一般用 の利金 を適用

簡 易 水 道 】般用の料金 によ り算定 .

C2)共同住宅の料金霊52

53芸12M220

2ftlo濫料金

口径

基 本 料 金

(1月につき)

従 量 判 .金

第 一 段 第 二 段 第 三 段 第 四 段

40 m血
8 m'に戸故を 12 m8以下 13~ 2 2 ma 23~ 3 2 u 3 3 m3以上

未 満
乗じて得た量 lmaにつき 1Id につき 1m3につき 1m3につき
(基本水量)以下

4 00 円に戸数

7 0 円 8 0 円 9 om 1 0 0円

40 m血
5 0m3以下 51~ 10 0rrf 101一、6 00ra' 50 1 mJ以上

以 上 を乗 じて得た lI刺こつき lmaにつき lmNとつき 1m3につき.
顔 1 0 0 円 1 1 0 円 1 2 0 円 1 3 5円

餌o 「共同住宅」というのは、受水槽を設けて、給水を受ける

住宅

○各戸に局で定めたメ-タ-が取付られている場合は、各戸

毎のメーター口径に応じた「一般用」の料金を適用

o各戸にメータ-が取付られていない場合は、上記の料金を
適用
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(3)加入金冨悪霊冒B20
ni呂芸霊
メl-タl口径 加入金(基準叡)

mD]
1 3

3 0,0 0 0円

2 0 6 0,0 0 0

2 5 9 0,00 0

4 0 3 0 0,0 0 0

5 0 5 4 0,00 0

7 5 1,0 5 0,0 0 0

10 0 2,1 0 0,0 0 0

15 0 3,0 0 0,0 0 0

(荏)増径工事の場合は現在の口径と

新口径の差額とする



(4)料金収納状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭和52年度)

区 分 . 人員
交 付 額 収 納 額 収 納 率 1人1カ月当たり交付煩

件 数 * m 件 数 金 額 件数 金額 件 数 . 金 額

委託集金 6 0 1ユ65β70
円

2J.1 73 18,637 10 5 55 57
円

1,93 61 62β4 0

% %
1β19

円
9054 9 1.4 4 29 40,7 20

整理集金 . 3 3β5 7 1 459 00 76 3.6 91 132 7 91 19 9 5.70 9 1 日̀ 10 7 4 0 52 80

計 6 3 1ユ69,72 7 2ユ3 15 0 87 13 1,05924 8 1^ 49,44 1ユ5 9 9056 9 0.4 4 15 4 7 2β1 99 85

(荏)昭和42年4月1日委託業務開始

委　託　先　熊本市練兵町10番1号　株式会社肥後集金センタI

委託件数　月平均　97,156件　　委託率　100%

委託手数料　徴収1件につき77円　- (昭53.4.1改定)

4　経　営　状　況

(1)収益的収支の推移 (単位　円)

年 度

事 項
4 8 4 9 5 0 5 1 5 2

総 jR SS 1 .8 1 7 J0 5 2 J 2 4 13 5 1,5 9 4 ,4 8 2 2 2 5 3 3 4 3 5 2 3 3 ,7 4 9 ,6 8 0 ,4 5 5 3 9 4 3 2 6 9 1 4 8

料 金 . 収 入 P 1 ,7 5 5 7 1 7 1 5 7 1 ,8 8 0 ,0 5 5 2 1 2 2 ユ7 8 2 7 7 3 2 6 3 .6 4 5 5 1 6 3 9 4 3β0 2β8 1 ,9 4 7

そ の 他 収 入 . 6 1 ,3 3 4 9 6 7 7 1 ,5 3 9 2 7 0 7 5 0 6 6 ,1 9 7 1 0 4 ユ6 4 0 6 1 1 4 0 5 8 7 2 0 1

総 費 用 1,7 3 4 ,7 4 1 4 3 0 2 ,4 4 5,4 1 7 ,7 6 6 2 S 5 8 3 4 4 D 6 9 3 ,2 4 6 ,1 0 9 ,2 0 4 3 7 0 3 2 1 4 声6 2

職 員 .給 与 費 8 6 1,7 8 7 ,4 3 9 1,1 5 7 ,7 2 4 ,4 8 4 1 2 9 6 4 6 4 S 9 8 1 ,3 7 8 6 2 9 3 8 4 1声4 2 (4 0 0β7 2

電 力 費 1 3 9 ,0 9 4 β9 8 2 3 8 3 6 7 5 2 8 2 7 6 ,7 4 7 ,7 9 1 3 5 1 3 6 3 8 2 0 4 0 7 ,4 5 0 ,4 6 9

物 件 費 3 9 ,8 4 7 ^ 1 2 5 4β7 5 0 1 4 5 2 ,5 1 3 5 5 7 5 8 ,4 3 9 3 6 3 7 6 3 7 0 ,4 0 4

減 価 償 却 費 2 1 1,1 0 0 4 8 7 2 5 5,6 6 7 ,7 1 3 3 0 9 ,6 7 5 ,7 6 4 3 7 7 5 3 6 5 6 7 4 4 6 3 6 0 3 4 6

支 払 利 息 2 4 9 ,7 9 7 8 1 0 4 3 4 ,7 0 3 ,6 6 0 5 7 8 ,7 9 6 2 0 6 6 6 4 3 7 3 3 0 0 7 2 3 1 0 8 0 6 4

そ の 他 2 3 3 ー1 1 3 3 8 4 3 0 4 0 7 9 2 6 7 3 4 4 1 4 5 ,7 5 3 4 1 5ユ6 6 ,7 7 0 5 0 7 5 2 4 9 0 7

単 年 度 損 益 8 2 3 1 0β 9 4 △ 4 9 3β2 3 2 8 4 ∠ゝ 6 0 5 0 0 0 ,5 4 6 5 0 3 5 7 1 2 5 1 2 4 0 0 5 4 5 8 6

(2)資本的収支の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位　円)

年 度
事 項

4 8 4 9 5 0 5 1 5 2

賓 本 的 収 入 1,9 2 95 8 6 2 4 7 1β7 2β5 6,7 4 9 1,4 3 5 5 1 4 5 4 5 2 1 6 6,1 4 8 8 3 3 1,7 6 12 8 4 5 5 8

企 業 債 1β10 ,0 0 0 ∫)0 0 1,4 9 1,0 0 0,0 0 0 12 7 1,4 0 0,0 0 0 1,78 32 0 0,0 0 0 13 8 0 3 0 0,0 0 0

そ の 他 収 入 1 1 95 8 62 4 7 1 8 1,6 5 6,7 4 9 1 6 4ユ1 4 ,6 4 5 38 23 4 8 β3 3 3 8 0 5 8 45 5 8

資 本 的 支 出 2,4 1 70 2 1,5 3 6 ユ7 23 1 2,9 1 5 1,6 0 8 ,4 1 00 0 9 2 2 6 7,4 4 2 ,4 7 3 2 a 3 1,61 4β4 9

建 設 改 良 費 2 3 3 3,15 37 8 0 0 8 35 2 62 4 4 1,4 9 9,4 0 90 2 2 2 ユ3 23 5 8 β6 9 13 6 8 3 2 3,4 8 8

企 業 債 償 還 金 寧3β6 7,7 5 6 8 87 8 66 7 1 1 0 9β0 0,98 7 1 3 5 0 8 3β0 4 1 6 32 9 13 6 1

賀 本 的収 支 不 足額 4 8 7,4 3 52 8 9 4 9 9 ,b 5 6i b ti 17 2 β9 53 6 4 1 0 12 9 3 ,64 0 3 7 0 3 3 02 9 1
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(3)供給単価及び給水原価
(単位　円/rf)

年 度

事 項
4 3 4 4 4 5 4 6 4 7 4 8 4 9 5 0 5 1 5 2

供 給 単 価 3 2 .1 6 3 2 .1 4 3 2一2 7 3 2 2 6 3 2 .0 2 4 1 .1 8 4 2 2 5 4 4 .4 4 7 2 .2 9 7 1 .6 7

給 水 原 価 2 7 .9 7 2 8 5 2 3 1 .5 8 3 3 .4 6 3 5 .9 4 4 0 .0 7 5 4 .1 6 5 7 .5 4 6 3 .5 6 6 8 .6 5

損 益 4 .1 9 3 3 2 0 .6 9 ∠ゝ 1 .2 0 ∠ゝ 3 .9 2 1 .l l ∠ゝ 1 1 .9 1 ∠ゝ 1 3 .1 0 8 .7 3 3 .0 2

5　職員数及び給与

(1 )職種別職員数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭53.4.1現在)

性 別 職種別 特 別職 * & ォ 技 術 職 検 針 そ の 他 計

男 1 8 4 1 9 9 3 1 4 3 1 9

女 0 2 2 0 0 0 2 2

計 1 1 0 6 1 9 9 3 1 4 3 4 1

(2)職種別1人月平均給与額等

(昭53.4月分)

事 項 威 種 別
特 別 職 事 務 職 技 禰 膿 検 針 そ の 他 計

基 本 給 的 4 1 0,3 0 0 2 2 9,7 4 6 2 1 4 ,7 6 4 1 8 8,8 8 7 2 5 6月 7 5 2 1 8,7 7 9

特殊 勤務 手 当的 0 6 ,5 1 6 8 β2 2 1 0,3 3 5 6 ,0 0 0 82 6 6

超過 勤 務 手 当的 0 6 ,8 0 7 2 0 5 7 9 5,0 9 2 1 9,4 2 7 1 4β6 0

その他 の手 当㈹ 0 7,7 7 0 8β 6 0 8 ,9 6 6 6,3 7 5 8,0 6 3

合 計 田 4 1 0,3 0 0 2 5 0,8 3 9 2 5 2 ,3 2 5 2 1 3,2 8 0 2 8 8,7 7 7 2 4 9,9 8 8

年 齢帥 5 6.3 4 5.8 4 2 .5 3 6 .9 5 4 .7 4 2.8

勤 続 年 数印 2.3 2 1.5 1 7.6 1 3 .3 2 1.3 1 8.4

(荏)合計欄は帝男臓を除く
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6　施　　設

(1)水　道施設　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭53.4.1現在)

名 称 竣 工 年次 施 設能 力 施 設 内 容

-

水

蘇

也

八 景 水 谷 大 1 4. S 2 5 D 00 歳/ 日 浅井 2 本 深井 2 本 ポンプ8台

健 軍 昭2 5 . 1 2 9 2 0 00 1 4 1 6

本 木 2 7. l l 1 6∫)0 0 1 3 6

亀 井 3 0. 8 .0 0 0 1 3 6

川 尻 3 6. 9 0 0 0 2 6

城 山 3 8. l l,0 00 4 6

招 山 津 4 6. 4 0β00 7 9

麻 生 田 4 4. 3 2 0 0 0 7 9

託 蘇 4 5. 1 1 移管 51)00 4 8

山 室 5 0. 3 8 ,0 00 2 4

池 上 o l. 1 0 ,0 00 4 7

醍

立 田 山 大 1 4. 2 25 0 0 nf 鉄筋 コ/ ク リー ト造 り 5 池

徳 王 昭 3 5. 1 05 0 0 3

城 山 3 8. 2 ,6 3 0 2

水 託 麻 4 5. 1 1 移管 5 0 0 2

岩 倉 山 4 7. 75 0 0 2

池 川 尻 4 7. 1,4 4 0 3

健 草 4 9. 2 4 0 00 2

万 日 LU 5 1. 1 5 β0 0 2

加

花 岡 山 3 5. 8 3 0 め 噂 ポ / プ 2 台

-*: m 3 6 . 1 0 9.6 2

島 崎 3 8. 7 2 2

長 迫 3 9. 54 2

圧 立 田 山 4 0 . 1,50 0 2

岩 倉 山 4 0 . 3 l l 2

ポ 高 平 4 0. 8 96 2

万 日 4 1. 8 .4 1

ン′ 上 松 尾 4 3. 1 2.6 2

谷 尾 崎 4 4. 1 32 2

プ

所

つ ゝ じ ケ 丘 4 4. 1 0 2 1 1

本 妙 寺 4 7. 1 2 7 5 2

託 麻 4 9 . 3 3.6 2

本 妙 寺 第 2 4 9. 2 52 2

水 質 検 .査 室 4 9 . 水 質 分 析 器 機 一 式

水 道 記 念 館 4 9. 展 示 物 2 0 0 余 点

(荏)施設能力欄中　水源地--取水最大能力　配水池--容量　加圧ポンプ所-・-揚水量を示す

(2)局　　　舎

所　在　地　触本市水前寺6丁目2番45号　　構　　造　鉄筋コンク.)-ト.地下1階、

敷地面積　9,344i　　　　　　　　　　　　　　　　　　地上3潜、塔屋1階

建物面積　延3,480m　　　　　　　　　　施　　工　龍建設株式会社

着　　　工　昭和37年12月28日　　　　　　総　工　費190,621千円

竣　　　工　昭和38年12月20日
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